
                     

                     

                     

春
の
水
生
園
自
然
観
察
会

来
月
９
日

小
幡
緑
地
中
央
園
で

次
号
は
４
月
８
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

ま
め
な
し
の
お
花
見
＆
観
察
会

来
月
２
日

檀
ノ
浦
公
園
集
合
参加無料

５
月
１４
日

小
幡
緑
地
本
園
で
〝開
店
〟

                     

                     

瀬
戸
信
金
の
２
支
店
に
感
謝
状

守
山
署

振
り
込
め
詐
欺
防
止
協
力
で

                     

現状紹介や復元体験�
整備中の「～しだみ古墳群」で見学会

                     

                     

                     

初のイベントは〝異世代間交流〟ゲーム大会

                     

                     

                     

　
▽
海
田
雄
治
さ
ん
＝
新
守

山
＝
の
投
稿
写
真
㊨

　
幸
せ
の
青
い
鳥
―
。
森
林

公
園
で
毎
月
行
わ
れ
る
野
鳥

観
察
会
に
参
加
。
梅
園
で
ル

リ
ビ
タ
キ
（
雄
）
が
モ
デ
ル

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
竹
内
敏
晴
さ
ん
＝
小
幡

北
＝
の
投
稿
写
真
㊦

　
庭
に
メ
ジ
ロ
が
来
て
い
ま

す
。
昨
年
は
二
羽
で
し
た

が
、
も
う
一
羽

は
ど
う
し
た
の

か
な
？

◇
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
あ
な
た

が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
身
近
な
ス
ク
ー

プ
〟
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
一
緒

に
自
然
を
観
察
（
以
前
）

毎
回
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

「
わ
く
わ
く
フ
リ
マ
」
（
昨
年
）

大矢署長から両支店に感謝状が手渡された

古墳の頂上で石を並べ装飾を復元する参加者ら

木の一部が切られて形が分か
りやすくなった白鳥塚古墳

幅
広
い
年
代
が
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

区に数多く残る自然遺産「マメナシ」の花

　
身
近
な
自
然
遺
産
を
楽
し
む

―
。
「
ま
め
な
し
の
お
花
見
＆

観
察
会
」
が
四
月
二
日
（
日
）

午
前
十
時
―
正
午
、
檀
ノ
浦
公

園
＝
御
膳
洞
＝
を
集
合
場
所
に

し
て
開
か
れ
る
。
参
加
無
料
、

事
前
申
し
込
み
不
要
。

　
区
役
所
や
土
木
事
務
所
ほ
か

が
主
催
。
区
の
自
然
に
親
し
ん

で
も
ら
う
な
ど
を
目
的
に
、
環

境
保
全
・
保
護
団
体
と
行
っ
て

い
る
「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス

ク
ー
ル
」
の
催
し
の
一
つ
。

　
マ
メ
ナ
シ
は
約
一
万
年
前
の

氷
河
期
の
生
き
残
り
と
い
わ
れ

る
絶
滅
危
惧
種
で
、
自
生
す
る

数
は
守
山
区
が
日
本

一
。
桜
と
同
じ
時
期
、

桜
に
よ
く
似
た
清
ら
か

な
白
い
花
を
枝
い
っ
ぱ

い
に
咲
か
せ
る
。

　
催
し
で
は
、
マ
メ
ナ

シ
の
保
全
活
動
を
続
け

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
ら
が
案
内
。

「
探
し
て
み
よ
う
�
ま

め
な
し
の
赤
ち
ゃ
ん
」

ほ
か
を
テ
ー
マ
に
、
身

近
な
自
然
遺
産
の
〝
お
花
見
〟

な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
一
般
対
象
、
定
員
六
十
人
、

午
前
九
時
半
―
受
け
付
け
。
開

催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
八
時

以
降
「
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ

ヤ
ル
」
＝
☎
（
９
５
３
）
７
５

８
４
＝
で
。

　
問
い
合
わ
せ
は
守
山
自
然
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
区
役
所
地
域
力
推
進

室
）
＝
☎
（
７
９
６
）
４
５
２

４
＝
へ
。

　
守
山
警
察
署
（
大
矢
和
隆
署

長
）
＝
脇
田
町
＝
は
八
日
、
振

り
込
め
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防

い
だ
と
し
て
瀬
戸
信
用
金
庫
の

大
森
支
店
＝
大
森
四
＝
と
川
村

支
店
＝
川
村
町
＝
へ
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
先
月
二
十
四
日
の
午
後
一
時

半
ご
ろ
区
内
の
八
十
代
女
性
が

大
森
支
店
に
、
ま
た
一
日
の
午

前
十
時
半
ご
ろ
区
内
の
七
十
代

女
性
が
川
村
支
店
に
来
店
。
二

人
と
も
窓
口
で
高
額
な
現
金
の

払
い
出
し
を
申
し
出
た
。

　
対
応
し
た
職
員
が
使
い
道
を

尋
ね
る
と
「
息
子
か
ら
お
金
を

用
意
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
あ

っ
た
」
「
息
子
が
会
社
の
お
金

を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
な

ど
の
回
答
。
両
支
店
は
説
得
を

し
た
上
で
同
署
へ
通
報
。
署
員

の
聞
き
取
り
の
結
果
、
共
に
振

り
込
め
詐
欺
と
分
か
っ
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
、
大
森
支
店

の
野
田
喜
芳
支
店
長
�
�
は

「
お
客
さ
ま
の
振
る
舞
い
を
見

る
な
ど
、
日
頃
か
ら
心
掛
け
て

い
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
。
川
村
支
店
の

加
藤
智
嗣
支
店
長
�
�
は
「
金

融
機
関
は
最
後
の
と
り
で
。
引

き
続
き
声
掛
け
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
こ
と
し
一
月
中
、
県
内
の
振

り
込
め
詐
欺
被
害
は
五
十
三
件

（
前
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
十

五
件
）
、
被
害
総
額
は
約

一
億
三
千
五
百
万
円
（
同

マ
イ
ナ
ス
約
二
億
四
千
万

円
）
と
減
少
。
た
だ
し
手

口
別
で
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺

が
減
り
、
架
空
請
求
や
還

付
金
な
ど
詐
欺
が
増
加
し

て
お
り
、
巧
妙
化
。
同
署

は
「
い
ま
ま
で
以
上
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　
年
齢
が
異
な
る
子
ど
も
た

ち
で
の
活
動
や
地
域
の
人
と

の
交
流
な
ど
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
学
区
づ
く
り
を
目
指

し
た
「
鳥
羽
見
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
」
が
誕
生
し
、
先
月
二
十

六
日
に
鳥
羽
見
小
学
校
＝
鳥

羽
見
二
＝
体
育
館
で
第
一
回

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

　
子
ど
も
の
集
団
活
動
を
通
し

て
自
主
性
な
ど
を
養
う
ほ
か
、

住
民
同
士
が
顔
を
覚
え
て
声
掛

け
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
事

件
や
事
故
防
止
に
も
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
も
の
。
同
学
区
で
は

五
年
ほ
ど
前
か
ら
子
ど
も
会
が

ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
回
イ
ベ
ン
ト
は
ゲ
ー
ム

大
会
で
、
四
歳
か
ら
高
齢
者
の

約
八
十
人
が
参
加
。
準
備
体
操

を
終
え
る
と
五
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
両
脚
を
土
の
う
袋
に
入
れ

て
跳
ね
て
進
ん
だ
り
、
二
人
で

背
中
に
ボ
ー
ル
を
挟
ん
で
運
ぶ

な
ど
リ
レ
ー
し
て
競
い
、
大
き

な
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
変
わ
っ
た

遊
び
が
で
き
て
楽
し
い
」
や

「
難
し
い
け
ど
面
白
い
」
と
に

っ
こ
り
。
合
計
点
数
で
チ
ー
ム

の
順
位
を
決
め
た
ほ
か
、
〝
が

ん
ば
っ
た
で
賞
〟
や
〝
こ
ろ
ん

で
痛
か
っ
た
で
賞
〟
と
い
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
賞
も
贈
ら
れ
た
。

　
「
こ
の
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
学

区
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ

な
助
け
合
い
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
、
発
足
・
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
た
同
学
区
連
絡
協
議
会
子
ど

も
育
成
対
策
委
員
長
の
高
橋
忍

さ
ん
。
今
後
も
年
三
回
ほ
ど
の

ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
に
企
画

し
、
催
し
て
い
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）

年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
歴
史

の
里
　
し
だ
み
古
墳
群
」
で
四

日
、
現
状
の
紹
介
や
参
加
者
が

一
部
復
元
に
加
わ
る
と
い
っ
た

見
学
会
が
開
か
れ
た
。

　
同
古
墳
群
は
一
四
（
同
二
十

六
）
年
十
月
、
日
本
の
古
墳
時

代
を
知
る
上
で
重
要
と
し
て
国

の
史
跡
に
指
定
。
市
内
に
あ
る

古
墳
の
数
は
二
百
一
（
守
山
区

は
百
三
十
四
）
で
、
そ
の
う
ち

六
十
六
基
が
上
志
段
味
に
集
ま

っ
て
残
っ
て
い
る
。

　
見
学
会
は
、
整
備
を
行
っ
て

い
る
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
室
が
催
し
た
も
の
。
地
域
の

人
ら
約
二
百
人
が
集
ま
っ
た
白

鳥
塚
古
墳
＝
上
志
段
味
東
谷
＝

で
は
、
古
墳
の
形
が
分
か
る
よ

う
木
を
一
部
切
っ
た
こ
と
な
ど

現
在
の
様
子
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
ら
は
、
用
意

さ
れ
た
石
英
の
白
い
石
を
持
て

る
だ
け
手
に
し
て
古
墳
の
頂
上

へ
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

範
囲
に
隙
間
な
く
丸
く
並
べ
、ふき

か
つ
て
表
面
を
飾
っ
て
い
た
葺

い
し石
の
復
元
を
一
部
手
伝
っ
た
。

　
参
加
し
て
い
た
小
学
四
年
の

男
の
子
は
「
歴
史
が
好
き
だ
か

ら
、
結
構
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
。
ま
た
同
日
、
志
段
味
大
塚

古
墳
＝
上
志
段
味
大
塚
＝
で
は

は

に

わ

装
飾
用
の
埴
輪
や
王
が
葬
ら
れ

て
い
た
木
棺
な
ど
復
元
・
設
置

さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
が
披
露
さ
れ

た
。

　
貴
重
な
生
き
物
に
出
合
え
る

か
も
―
。
「
春
の
水
生
園
自
然

観
察
会
」
が
四
月
九
日
（
日
）

午
前
九
時
四
十
五
分
―
正
午
、

小
幡
緑
地
中
央
園
で
開
か
れ

る
。
一
般
対
象
、
参
加
無
料
。

　
水
生
園
に
あ
る
保
全
（
非
公

開
）
区
域
は
通
常
閉
鎖
さ
れ
、

希
少
な
湿
地
生
物
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
数
少
な
い
場
所
。

観
察
会
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
水
生
園
を
育
む
会
」
メ

ン
バ
ー
ら
の
案
内
で
、
ハ
ル
リ

ン
ド
ウ
や
ト
ウ
カ
イ
コ
モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
な
ど
の
自
然
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は

十
六
日
（
日
）
に
延
期
。
小
幡

緑
地
本
園
の
緑
ケ
池
駐
車
場
に

集
合
。
帽
子
・
手
袋
・
動
き
や

す
い
服
装
や
履
き
慣
れ
た
靴
ほ

か
、
飲
み
物
持
参
で
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
小
幡
緑
地
管

理
事
務
所
＝
☎
（
７
９
１
）
９

４
９
２
＝
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＝
ｈｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ａｉ
ｃ
ｈｉ
ｋ

ｏ
ｅ
ｎ．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｏ
ｂ
ａｔ
ａ
／
＝
で
も

紹
介
し
て
い
る
。

　
こ
と
し
も
―
。
中
日
新
聞
守

山
販
売
店
会
は
五
月
十
四
日

（
日
）
、
小
幡
緑
地
本
園
の
芝

生
広
場
で
恒
例
「
わ
く
わ
く
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
。

出
店
者
（
プ
ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
を

除
く
）
を
募
集
し
て
い
る
。

　
各
販
売
店
に
よ
る
古
紙
回
収

を
は
じ
め
、
学

区
・
集
団
資
源

回
収
へ
の
協
力

な
ど
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
ん

で
い
る
同
会

が
、
そ
の
活
動

や
読
者
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
催
す

も
の
。
出
店
は

無
料
で
八
十

店
。
午
前
十
時

―
午
後
二
時
、

雨
天
順
延
（
五

月
二
十
一
日
）

と
な
っ
て
い

る
。

　
申
し
込
み
は
、
は
が
き
か
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
。
は
が
き
は
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
携
帯

電
話
番
号
（
中
止
な
ど
緊
急
連

絡
用
）
、
出
店
品
（
飲
食
物
や

生
き
物
は
不
可
）
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
中
日
総
合
サ

ー
ビ
ス
守
山
営
業
所
「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
窓
口
」
係
へ
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
同
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
中
日
も
り
や

ま
」
で
検
索
）
内
の
応
募
フ
ォ

ー
ム
か
ら
。
と
も
に
四
月
十
五

日
（
土
、
必
着
）
締
め
切
り
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当

選
者
に
は
四
月
二
十
二
日
ご
ろ

ま
で
に
通
知
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
「
わ
く
わ
く

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
窓
口
店

の
青
木
新
聞
店
（
守
山
南
部
）

＝
☎
（
７
９
１
）
２
３
４
０

（
平
日
、
午
前
十
時
―
午
後
六

時
）
＝
へ
。
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